
未来を創る大学の実践

“Empower！”を合言葉に、教育力と研究力で

地域社会のSDGsの担い手となる

「がんゲノム検査の実現と展開～山形オリジナルのプロジェクトを含めて～」

地
域
か
ら
世
界
へ
。

つ
な
ぐ
力
で
持
続
可
能
な

幸
福
社
会
を
目
指
す

「
地
域
創
生
」「
次
世
代
形
成
」「
多

文
化
共
生
」
と
い
う
大
学
の
３
つ
の

使
命
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
つ
な
ぐ
取
り
組

み
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
山
形

大
学
だ
。

環
境
問
題
や
人
口
減
少
、
国
際
競

争
の
激
化
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
み
、

さ
ら
に
人
類
の
将
来
に
か
か
わ
る
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
学
内
お
よ
び

地
域
に
お
け
る
学
生
活
動
、
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
視
点
で
活

性
化
し
て
い
る
と
言
う
。

山
形
大
学
の
歴
史
は
、
明
治
11
年

（
１
８
７
８
年
）の
山
形
県
師
範
学
校

の
開
校
に
始
ま
る
。昭
和
24
年（
１
９

４
９
年
）
に
新
制
国
立
大
学
と
な
っ

て
か
ら
は
10
万
人
の
卒
業
生
を
社
会

に
送
り
出
し
な
が
ら
、
地
域
貢
献
・

地
域
連
携
で
も
数
多
く
の
実
績
を
積

ん
で
き
た
。
そ
し
て
２
０
２
２
年
３

月
、３
つ
の
使
命
を
果
た
す
に
あ
た
っ

て
地
域
社
会
と
と
も
に
歩
む
大
学
の

真
の
あ
り
方
を
全
関
係
者
に
浸
透
さ

せ
る
た
め
、「
山
形
大
学
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
有
す
る
目
標

を
立
て
、
必
要
な
資
源
を
集
め
、
力

を
合
わ
せ
て
実
現
す
る
こ
と
を
す
べ

て
の
活
動
で
実
践
し
て
い
く
。
キ
ー

ワ
ー
ド
は
“
つ
な
ぐ
ち
か
ら
”。
社
会

に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
壁
を
越
え

て
、
人
と
人
、
異
な
る
知
と
知
を
つ

な
ぐ
こ
と
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
。
こ
れ
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本

宣
言
で
は
「
共
育
・
共
創
・
共
生
」

と
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
４
つ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
を
「
コ
モ
ン
ズ
」
＝
地
域

や
世
界
の
多
様
な
人
々
を
時
空
を
超

え
て
つ
な
ぐ
場
と
定
義
し
て
い
る
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
ゴ
ー
ル
は
「
持

続
可
能
な
幸
福
社
会
の
実
現
」
で
あ

る
。
幸
福
と
い
う
と
一
見
、
抽

象
的
に
思
え
る
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

のB
etter Life In

dex

の
よ
う
に
健
康
、
環
境
、
安
全
、

主
観
的
幸
福
感
と
い
っ
た
社
会

指
標
を
設
定
し
、
大
学
の
教
育

や
研
究
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
指

標
の
向
上
や
解
明
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
幸
福
の
実
現
を
実
践

的
に
推
進
し
て
い
く
考
え
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る

地
域
の
取
り
組
み
を

積
極
的
にE

m
p

ow
er!

山
形
大
学
は
地
域
に
立
脚

す
る
国
立
大
学
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
の
発
展
と
持
続
可
能
な
社

会
の
あ
り
方
を
探
究
し
て
い
る
。
近

年
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
を
最
大
限
に
活

用
し
て
大
き
く
前
進
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
「YU

 
em

pow
ering w

ith SD
G

s

（
山
形

大
学
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
力
づ
け
る
）」で

あ
る
。
学
内
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組

み
を
活
用
し
た
授
業
や
学
生
活
動
を

展
開
し
、
学
外
に
対
し
て
は
持
続
可

能
な
発
展
を
目
指
す
地
域
の
各
種
取

り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

 

全
学
の
取
り
組
み
を
一
体
化
し
、

 

推
進
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

２
０
２
０
年
４
月
、玉
手
英
利
学
長

は
学
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
、今
後

の
重
点
事
項
と
し
て
「
社
会
の
持
続

的
発
展
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
表
明

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
翌
５
月
に
林

田
光
祐
副
学
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
「
山

形
大
学
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
Ｙ
Ｕ-

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」

が
設
置
さ
れ
た
。

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
役
割
は

学
内
お
よ
び
地
域
に
お
け
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
支
援
と

普
及
支
援
だ
が
、特
に
地
域
に

お
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
践
の

主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
戦
略
的
に
捉
え
、支

援
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
事
業

や
人
文
・
社
会
科
学
の
研
究
を

強
化
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
に
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が

行
っ
た
取
り
組
み
は
「
や
ま
が
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
開
設
と
学
外
と
の
連

携
構
築
（
16
の
企
業
、
５
つ
の
自
治

体
、２
つ
の
教
育
機
関
、そ
の
他
９
つ

の
機
関
と
連
携
）、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「YU
-SD

G
s Em

pow
erStation

」

の
開
設
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
基
盤
共
通

教
育
科
目
の
開
講
、
学
内
外
か
ら
参

加
で
き
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
Ｙ

Ｕ-

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
フ
ェ
」
の
開
催
な
ど
、

コ
ロ
ナ
禍
で
も
積
極
的
な
活
動
を
続

け
て
い
る
。

 

地
域
社
会
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

“
や
ま
が
た
モ
デ
ル
”

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
今
後
の
構
想

に
つ
い
て
も
公
表
し
て
い
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
へ
の
対
応
指
針
と
し
て
、レ
ジ
リ
エ

ン
ト
（
柔
軟
な
、
弾
力
あ
る
）、
サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
な
）、
エ
ン

パ
シ
ー
（
共
感
、
人
を
思
い
や
る
）

の
３
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
山
形
ら

し
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
つ
ま
り
地
域
社
会

の
ゴ
ー
ル
と
し
て
上
図
の
よ
う
な“
や

ま
が
た
モ
デ
ル
”
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
通
し
て
人
類
社

会
の
あ
り
方
を
考
え
な
が
ら
、
地
域

で
安
全
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
仕
組
み

を
つ
く
る
。
そ
れ
が
、
山
形
大

学
が
目
指
す
べ
き
ロ
ー
カ
ル
ゴ

ー
ル
ズ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

学
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
約
40
名
の
山

形
大
学
生
が
、
持
続
可
能
な
社

会
の
あ
り
方
や
自
ら
の
行
動
や

考
え
方
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
だ
が
自
分
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
広
め
る
側
で
関
わ
っ
て

い
き
た
い
」
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
興
味
が

あ
る
学
生
が
周
り
に
た
く
さ
ん
い
る

こ
と
に
気
づ
き
、う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。（
Ｙ
Ｕ-

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ

ス
ク
フ
ォ
ー

ス
メ
ン
バ
ー　

工
学
部
４
年 

河
田
亜
依
）

University Information

山形大学 Yamagata University
〒990-8560 山形県山形市小白川町一丁目4-12
URL：https://www.yamagata-u.ac.jp/jp/

がんゲノム検査を山形県独自の内容に改善、発展、展開させていくプロジェクト。山形大学医学部附属病院がんゲノム医療管理室コアメン
バーが行っている。一般的に、ゲノム検査は国外や京都大学等のデータベースを使用し、そこから得られた結果を解釈する。しかし、このプロ
ジェクトでは、「山形県民の遺伝子データベース」を独自に参照し、山形特有の遺伝子変化が生じているか、といった観点も含めて解釈を行う。
山形県民に特化した結果を返却し、山形県民の健康と福祉につなげることを目指している。ゲノム検査を独自で完遂できる施設は日本に45
施設（2022年５月現在）。本院はその一つであり、「がんゲノム医療拠点病院」として認定されている。ゲノム検査は、治療法が無い患者に
ゲノムの観点から検査を行い、治療薬を探すというもの。しかし、まだまだ課題は多いと言われる。そうした状況の中、地域の患者に特化する
ことで、より精度の高い結果を目指す取り組みであるとして、SDG3（健康と福祉）、SDG9（産業と技術革新）ほかの観点から高く評価された。
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伝統文化 コモンズ

エンパシー

自給圏

自然環境
地域循環型地域分散型

人口減少

山形大学がコミットしてつくる地域社会のゴール
やまがたモデル

サステイナブルレジリエント

AI GIS

教育
医療

エネルギー
災害

食料

福祉
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YU-SDGs AwardはSDGsの達成に貢献する優れた教育・研究・学生活動・大学運営等を行っている個人・団体を表彰し、
今後の活動を支援することを目的としている。

TOPICS

YU-SDGs Award 2021大賞

ＹＵ-ＳＤＧｓ ＥｍｐｏｗｅｒＳｔａｔｉｏｎ
山形大学が運営するＳＤＧｓポータルサイト。ＳＤＧｓの目標を17の到着駅に見立て、
それぞれの目標に向けて出発する中央駅をＥｍｐｏｗｅｒＳｔａｔｉｏｎとしている。
ｈｔｔｐｓ://ｓｄｇｓ.ｙａｍａｇａｔａ-ｕ.ａｃ.ｊｐ/

東洋経済 ACADEMIC


